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学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

遠軽町立丸瀬布中学校 
学級数：５学級 

生徒数：28 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・７月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒28名 

４ 取組の概要 

 ・７月の目標として「思いやりをもって助け合いながら学校生活を送ろう」を掲示し、呼び掛

け活動の実施 

５ 成果や課題 

 ○一人一人が互いの個性を理解し、目標の呼び掛けや点検活動を通して、意識をもって生活す

ることができた。 

 

 

生徒会活動による広報・点検活動 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員 

４ 取組の概要 

 ・教育相談週間の実施に基づく生徒理解 

 ・危機管理マニュアルによる関係機関との連携 

５ 成果や課題 

 ○各活動において、一人一人が活躍・挑戦できる場を設定することにより、自己有用感や自己 

肯定感を育むことができた。 

 

教育相談の充実 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

遠軽町立白滝中学校 
学級数：２学級 

生徒数：16 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・４月7日～12月21日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒16名 

４ 取組の概要 

 ・休み時間及び放課後における校内巡視の実施によるいじめ等の早期発見 

 ・授業中の生徒の体調の変化の観察 

５ 成果や課題 

 ○きめ細かな生徒理解に努め、生徒一人一人の状況を把握したことにより、いじめの未然防止 

につなげることができた。 

 

 

 

 

いじめの早期発見・早期対応・早期解消の取組、関係機関との連携 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

遠軽町立東小学校・遠軽中学校望の岡分校 
学級数：小 1、中 4 学級 

児童生徒数：小 3、中 16 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月3日～12月2日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童生徒19名 

４ 取組の概要 

 ・「相手に届くあいさつをしよう」という目標を設定して活動し、毎週末に振り返りを実施 

・生徒会アンケートの実施 

５ 成果や課題 

 ○生徒会が目標を設定するとともに、中心となって実践・呼び掛けを行い、毎週末に振り返る

時間を確保したことにより、他者と望ましい関係を築く意識を高めることができた。 

 

 

 

生活目標を設定した生徒会活動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全教職員16名、施設職員20名 

４ 取組の概要 

 ・教職員と施設職員による毎朝の合同打合せの実施 

 ・毎日の終会により児童生徒の状況を校内で共有し、施設に情報を提供 

 ・児童生徒に関する情報をデータ化し、相互に提供 

５ 成果や課題 

 ○合同打合せで提供された施設側の情報を学習指導や生徒指導に生かすことができた。 

 ○児童生徒の状況について学校と施設で共有することにより、一貫した指導の推進といじめの

未然防止を図ることができた。 

 

児童生徒の課題等に係る施設との情報共有 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立上湧別小学校 
学級数：10 学級 

児童数：76 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月25日（参観日） 

３ 対象及び参加人数 

 ・第5学年児童14名、第6学年児童20名、教職員6名、保護者多数 

４ 取組の概要 

 ・高学年の参観日において外部講師を招いた講演会の実施 

（内容：親子でのスマートフォンの利用やネット環境の現状、今後スマホを持つ（持たせる）

ための心構えや覚悟等） 

５ 成果や課題 

 ○児童にとっては、スマートフォンの利用やネットゲームの楽しさだけではなく、怖さやマイ

ナス面を理解するための機会にすることができた。 

●児童と保護者を分けた実施や、全学年の保護者を対象にした実施も検討する必要がある。 

 ●隔年の取組であったが、環境の変化のスピードに対応するために、毎年実施する必要がある。  

 

  

 

 

講演会「親子でネットについて学ぼう！」 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・6月上旬、11月上旬、12月中旬 

３ 対象及び参加人数 

 ・「のぞみの会」有志、児童30名程度 

４ 取組の概要 

 ・水田を活用した稲作（もち米）の体験活動（田植え、稲刈り、収穫の体験、収穫したもち米

を使った「もちつき大会」等の実施、保護者・地域住民と連携・交流） 

５ 成果や課題 

 ○地域住民が学校を訪問し、児童と交流したことにより、地域全体で児童を見守る体制ができ

た。 

「のぞみの会（おやじの会）」との交流 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立中湧別小学校 
学級数：11 学級 

児童数：111 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童111名 

４ 取組の概要 

 ・どさんこ☆子どもオホーツク地区会議の成果を生かした取組の実施（行動宣言に基づいたコ

ミュニケーションを図る場の設定、児童相互の理解を深める機会の企画） 

 ・集会委員会による「かくれんぼ集会」、図書委員会による「読み聞かせ」活動の実施 

５ 成果や課題 

 ○どさんこ☆子どもオホーツク地区会議の成果を活かし、児童会と各委員会でコミュニケーシ

ョンを深める活動に取り組むことができた。 

 ○異学年児童による交流を行うことができた。 

 

どさんこ☆子どもオホーツク地区会議（遠軽高等学校会場）と連携した児童会の取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立開盛小学校 
学級数：４学級 

児童数：13 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月12日（水）～10月14日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童13名 

４ 取組の概要 

 ・保体委員会の児童が中心となり全校みんなで楽しめる集会「球技デイズ」の企画・実施 

５ 成果や課題 

 ○年間を通して各委員会が、「みんなの心を１つに」をテーマとした各種集会を企画・運営し、

全校児童が楽しんで参加することができた。 

○テーマに向かって集会を企画・運営することを通して、得意不得意や、立場、価値観等が異

なる他者と折り合いを付けていく大切さや難しさを実感することができた。 

 

 

 

保体委員会による集会活動 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全児童111名 

４ 取組の概要 

 ・町学校アドバイザーとの意見交換の機会を月１回程度設定 

・他の関係機関との窓口としての役割 

５ 成果や課題 

 ○学級担任をはじめとした教員の児童への関わり方等について、アドバイスを受け、不登校の

未然防止、早期対応に生かすことができた。 

 

 

町学校アドバイザーとの連携 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月17日（月）～10月21日（金） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童13名、開盛見守りボランティア 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役が、登校時に横断歩道や校舎玄関前に立ち挨拶運動を実施 

・見守りボランティアによる挨拶運動への協力 

５ 成果や課題 

 ○後期の三役の公約であった、「みんなの心が１つになって、みんなが笑顔で通う開盛小学校」

を目指し、児童会三役が積極的に活動することができた。 

○登校時に実施したことで、自治会や地域の見守りボランティアにも協力してもらうことがで

きた。 

○気持ちのよい挨拶をきっかけとして、休み時間や授業中において、他者と積極的に関わろう

とする児童の姿が増えた。 

 

児童会三役によるあいさつ運動 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立富美小学校 
学級数：３学級 

児童数：８名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童8名、全教職員 

４ 取組の概要 

 ・毎週火曜日、木曜日の20分休みに全校一斉遊びの時間として、ごっこ遊びやミニバレー等の

実施（遊びの内容については、毎回児童会が提案） 

５ 成果や課題 

 ○全校児童と全教職員が一緒に遊ぶことにより、上級生が下級生を見守り、下級生は上級生か

ら学んだことを下級生に受け継ぐことができた。 

○遊びを通していじめの未然防止につなげることができた。 

 ●遊びの内容を工夫する必要がある。 

 

 

 

 

全校一斉遊び「なかよしデー」の実施 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・毎日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童8名、全教職員 

４ 取組の概要 

 ・毎朝、互いに挨拶をし、学校へ通う楽しさを体感させる「あいさつ運動」の実施 

５ 成果や課題 

 ○朝の「あいさつ運動」を実施したことにより、誰とでも気持ちよく挨拶ができるようになっ 

た。 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立湧別小学校 
学級数：10 学級 

児童数：181 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童181名 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役が中心となり、他の学年と一緒に給食を食べる取組の実施 

 ・多くの学年と交流できるよう、組合せを変えて実施 

５ 成果や課題 

 ○給食時間に異学年による交流を図ったことにより、児童相互の関わりを深めることができた。 

 

 

 

給食交流会 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・5 月、11 月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童 181 名 

４ 取組の概要 

 ・全学年で子ども理解支援ツール「ほっと」を実施し、児童理解を深め、学級全体の傾向を分 

析して学級経営の資料として活用 

５ 成果や課題 

 ○5 月と 11 月の 2 回実施し、児童の一人一人の変化や学級の傾向の変化を比較することがで

きた。 

 ○11 月に実施する教育相談前に実施したことで、資料として活用することができた。 

 

 

子ども理解支援ツール「ほっと」による児童理解 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立芭露小学校 
学級数：４学級 

児童数：28 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・全校集団遊び…毎週火曜日と木曜日の20分休み 

 ・あいさつ運動…11月７日～11月11日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童28名 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役が中心となり、体育館での全校集団遊びや児童玄関前で朝のあいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○全校集団遊びやあいさつ運動を児童の主体的な活動として実施したことにより、いじめ等の

未然防止に役立てることができた。 

 

全校集団遊び（児童会活動）、あいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童28名 

４ 取組の概要 

 ・学校経営や運営に関する情報を関係機関と共有し、不登校や問題行動等の諸課題について意

見交流を実施 

５ 成果や課題 

 ○各関係機関と連携を図りながら、児童の居場所づくりに向けた対応の充実を図ることができ

た。 

 

 

教育アドバイザーや医療機関、パートナーティーチャー、保健師、社会福祉協議会、関係

諸機関との連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立上湧別中学校 
学級数：９学級 

生徒数：120 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月7日～10月2３日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒120名 

４ 取組の概要 

 ・学校祭等に向けた取組の中で、互いに認め合い協力する心や、他人を思いやる心をもって活

動することにより、学級・学年・学校として成長したことや、よりよい人間関係や学校生活

の在り方について考える機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○全校生徒が共同生活していることを確認し、よりよい人間関係の中で生活することの重要性

を伝えたことにより、望ましい人間関係や学校生活に向けて自主的に考え、学級や生徒会で

の活動の活性化を図ることができた。 

 

いじめの未然防止を目指した取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月２日～11月14日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒120名 

４ 取組の概要 

 ・全校生徒を対象とした個人面談の実施 

・友人関係や学習面・生活面、進路相談など、学校生活全般に関わって様々な相談の実施 

・教育相談後の生徒理解交流の実施・共通理解 

５ 成果や課題 

 ○生徒が抱える悩み等に対して学級担任がアドバイスをしたことにより、悩みの解消に向けて

効果的に対応することができた。 

○孤立する傾向にある生徒への配慮を全教職員で確認することができた。 

 

教育相談 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立湧別中学校 
学級数：６学級 

生徒数：87 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・12月９日～12月7日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒87名 

４ 取組の概要 

 ・生徒会のテーマ”Let’s Smile！”の実現に向けた３つのプロジェクトの取組の実施 

①笑顔であいさつ ②笑顔で授業を受ける ③笑顔で楽しく過ごす 

５ 成果や課題 

 ○「いつも、みんなが、笑顔で」生活することにより、互いに挨拶ができ、温かい雰囲気の中

で学校生活を送ることができた。 

  

 

 

 

 

 

 
Smile Project 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

湧別町立湖陵中学校 
学級数：３学級 

生徒数：18 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・6月～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒18名 

４ 取組の概要 

 ・校内研究の仮説である「教師が教え合う機会を適切に設定することで、生徒一人一人のコミ 

ュニケーション能力が高まり、お互いを高め合う風土が高まってくるだろう。」の検証に向け

た取組の実施 

・校長からの「嬉しい言葉・喜ばれる言葉をたくさん使おう」という呼び掛け 

５ 成果や課題 

 ○全校生徒を対象として校長との面談を２回実施したことにより、取組の振り返りや評価を行 

うことができた。 

 ○ピア・サポートの取組を実施したことにより、いじめ等の未然防止に生かすことができた。 

 ○参観日の機会を活用して、保護者にもコミュニケーショントレーニングを実施することがで 

きた。 

  

 

ピア・サポートの考えを生かしたコミュニケーショントレーニング  

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月22日（火） 

３ 対象及び参加人数 

 ・各家庭・地域（校区６自治会） 

４ 取組の概要 

 ・町教育委員会から提供があった資料基づき、学校便りに「不登校相談窓口」を紹介する記事 

を掲載し、家庭及び地域住民に配付 

５ 成果や課題 

 ○保護者の中には、直接学校に問い合わせることをためらう保護者も見られることから、各種

相談窓口を紹介することができた。 

 

 

相談窓口の周知 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

滝上町教育委員会 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月21日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒、保護者、教職員、町教育関係者（計75名） 

４ 取組の概要 

 ・被害者が犯罪等から受けた痛み、家族の絆、命の大切さ、被害者も加害者も出さない社会等

について、被害者の思いを理解することを目的とした講話の実施 

５ 成果や課題 

 ○犯罪被害者の遺族が経験した心情を聞くことにより、児童が命の重みについてしっかりと向

き合い、考えるきっかけとなった。 

○親が子を思う気持ちや愛情をもっていること、一人一人の存在が大切であること、自分の命

も他人の命も大切であること、家族の大切さ等について考える気持ちを育むことができた。 

 

 

 

「命の大切さを学ぶ教室」の開催 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月20日 

３ 対象及び参加人数 

 ・小学生23名 

４ 取組の概要 

 ・町内小学生を対象にアメリカの文化を学ぶ機会として伝統行事であるハロウィンパーティや

ハロウィンゲームによる交流 

５ 成果や課題 

 ○児童が手作りした袋に町民からお菓子を入れてもらったり、水に浮かぶリンゴを口で取るア

メリカの伝統的なハロウィンゲームに挑戦したりするなど、児童が夢中になって取り組み、

異年齢児童や他校の児童と交流を深めることができた。 

 

   

   

 

Halloween Party 2016☆ 

 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

滝上町立滝上小学校 
学級数：６学級 

児童数：78 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・2学期（8月～12月） 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童78名 

４ 取組の概要 

 ・毎朝の児童登校時に児童会役員があいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○朝のあいさつ運動により、児童同士の挨拶や声掛けが定着し、互いに「おはよう」と挨拶を 

掛け合うことにより、友達を大切にしようとする意識が高まり、いじめの未然防止につなが 

った。また、孤独感の解消や児童同士がコミュニケーションを図るきっかけになっている。 

 

 

 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月下旬～11月上旬 

３ 対象及び参加人数 

 ・全児童78名 

４ 取組の概要 

 ・第４～6学年児童がつくったゲームや体験コーナーに第１～3学年児童が訪れ、交流を図る 

児童会が中心となった活動の実施 

５ 成果や課題 

 ○高学年と低・中学年が一緒に活動する時間において、児童会が中心となった自主的な取組を 

実施したことにより、児童は楽しみながら互いに触れ合うことができた。 

○第１～３学年児童に第４～6学年児童がゲームのルールを分かりやすく説明し、体験の手伝 

いを行ったことにより、上級生としての自覚や優しさ、下級生は信頼や尊敬の気持ちを育む 

ことができた。 

 

ニコニコ集会 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

滝上町立濁川小学校 
学級数：３学級 

児童数：12 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童12名 

４ 取組の概要 

 ・11月の生活目標「いたわりの心をもとう」の達成に向けた３つの重点「人の話をしっかり聞

く」「相手の気持ちを考える」「学校のものを大切に扱う」を意識して生活できるよう全校朝

会における確認・校内掲示の実施 

５ 成果や課題 

 ○児童が３つの重点を意識して学校生活を送ることができた。 

 

 

 

 

月別生活目標の設定 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童12名 

４ 取組の概要 

 ・教育相談を通した児童の実態把握と情報共有 

・教育委員会や保健福祉課と連携して課題解決を図る体制の構築 

５ 成果や課題 

 ○教育相談を行うことにより、児童や家庭の実態等の情報を共有することができた。 

 

 

教育相談 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

滝上町立滝上中学校 
学級数：４学級 

生徒数：46 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月21日 

３ 対象及び参加人数 

 ・生徒、保護者、教職員、町教育関係者75名 

４ 取組の概要 

 ・北海道警察の犯罪被害者等に関する啓発事業の協力の下、犯罪被害遺族による生命の大切さ、

犯罪から受ける様々な痛みについての講演会を実施 

５ 成果や課題 

 ○実際に被害に遭われた遺族の体験や心情を聞くことにより、命 

についてより深く考える機会となった。自身の命と他者の命、 

両方を大切にする気持ちをもって生活していくことが心の成長 

につながることについて学ぶことができた。 

○親にとって自分の子どもが、どれほど大きな存在で、どれほど 

愛情を注ぐ対象であるかについて話を聞くことにより、親子関 

係や家庭生活を振り返り、親への感謝の気持ちを育むことがで 

きた。 

 

「命の大切さを学ぶ教室」の開催 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

興部町教育委員会 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・9月～10月 

３ 対象及び参加人数 

 ・町内小中学校児童生徒  

４ 取組の概要 

 ・どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への参加の呼び掛け 

５ 成果や課題 

 ○参加した児童生徒のいじめについての問題意識の向上を図ることができた。 

 

 

どさんこ☆子どもオホーツク地区会議参加への取り組み 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・町内の児童生徒 

４ 取組の概要 

 ・不登校傾向の児童生徒に係る情報共有・対応策の検討 

５ 成果や課題 

 ○幼少期からの傾向や家庭環境等を把握することで、対応策を検討する際に参考とすることが 

できた。 

福祉保健課保健師との連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

興部町立興部小学校 
学級数：９学級 

児童数：125 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・５月～９月、１０月～２月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童125名 

４ 取組の概要 

 ・生活委員が、児童玄関で登校した児童に笑顔であいさつ運動を実施 

５ 成果や課題 

 ○児童会の取組をきっかけに、授業中や休み時間、放課後の挨拶も増え、コミュニケーション

が多く図られている。 

○気持ちのよい挨拶を互いに交わすことで、良好な関係を築き、いじめの未然防止につなげる

ことができた。 

 

あいさつ運動 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・当該児童 

４ 取組の概要 

 ・３歳児検診や就学時健診、入学後の様子など、学校と福祉保健センターが相互に情報交換し、

児童の発育の状況に合わせた学びの在り方に関する相談・助言 

・福祉保健センターにおいて、長期にわたる家庭と連携を図った育児に関する相談・助言 

５ 成果や課題 

 ○福祉保健センターと連携を図ることで、学校では得られない情報を得ることができ、指導に

役立てることができた。 

○学校と保護者、福祉保健センターと保護者が連携を図ることにより、保護者とのつながりを

深めることができた。 

 

福祉保健センターきらりとの連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

興部町立沙留小学校 
学級数：８学級 

児童数：49 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童49名 

４ 取組の概要 

 ・生徒指導の機能を生かした教育相談の実施 

・学級会での話合い活動を重視し、児童の意見の学級経営への反映 

・コミュニケーション能力の向上及び他人に対する思いやりの心の育成を目指した道徳の時間

等の実施 

・全校参観日等を通して、いじめ問題についての保護者への啓発 

５ 成果や課題 

 ○教育相談で得た情報を基に、保護者と共通認識をもつことができた。 

 ○保護者がいじめ等の問題に対して、より深い認識をもつことができた。 

 ○児童同士が互いに認め合い、助け合う人間関係づくりについて意識を高めることができた。 

 

学級における教育相談、学級会活動での話合い活動、道徳教育の充実 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10月～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全学年 

４ 取組の概要 

 ・児童会三役を中心に計画した集会活動の実施 

 ・体力向上に向けたマラソン月間や縄跳び月間の設定・実施 

 ・町福祉保健総合センターの保健師との情報交流 

５ 成果や課題 

 ○児童は、児童会主催の集会活動に楽しく参加することができた。 

 ○保健師との情報交流から、保護者や地域住民についての情報を得ることができ、学校・保護

者・地域が一体となって児童生徒の健全育成を図ることができた。 

 

児童会主催の集会活動、町福祉保健総合センターとの連携 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

興部町立興部中学校 
学級数：５学級 

生徒数：60 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・11月11日 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒及び全教職員 

４ 取組の概要 

 ・「いじめを考える集会」の開催（生徒指導主事による「かけがえのない命」についての講話、

スクールカウンセラーによるカウンセリングに関する講話や自分で抱えきれないときは身近

な人に相談することについての助言等） 

５ 成果や課題 

 ○いじめの未然防止に向けて、自分や他者の命を大事にする教育に力を入れており、集会を通

してカウンセリングの実際を知ることができた。 

○改めて命を大切にすることについて考える契機となった。 

 

 

 

「いじめを考える集会」の開催 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・７月～３月 

３ 対象及び参加人数 

 ・当該生徒 

４ 取組の概要 

 ・スクールカウンセラーによるカウンセリングの実施 

・興部町学校保健会が開催した講演会における不登校についての講演の実施 

・「子ども家庭支援センターオホーツク」の相談員からの保護者へのアドバイス 

・卓球を通した当該生徒との関係づくり 

５ 成果や課題 

 ○保護者が子どもの現状の捉え方について考えを整理することができた。 

 ○不登校の原因を把握することができた。 

 

スクールカウンセラーや「子ども家庭支援センターオホーツク」の積極的な活用 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

興部町立沙留中学校 
学級数：３学級 

生徒数：35 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・10～11月 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校生徒、全教職員 49人 

４ 取組の概要 

 ・どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への参加に当たり、身の周りでいじめや仲間はずれが 

ないかなどを話合う機会の設定 

５ 成果や課題 

 ○生徒のいじめの未然防止に向けた問題意識を高めることができた。 

 

 

どさんこ☆子どもオホーツク地区会議への取組 

 

 

 

 

 



【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・教員、町職員、保健所職員、児童相談所職員 20人 

４ 取組の概要 

 ・不登校傾向生徒の情報交流、今後の問題行動等が想定される生徒への対応策の検討 

５ 成果や課題 

 ○当該生徒の幼少期の様子や家庭環境等、学校では得られない情報を得ることができた。 

○巡回相談等において、関係機関との連携により、不登校生徒の居場所づくりを進めることが 

できた。 

●継続的な連携を図る必要がある。 

町保健師、保健所、児童相談所との連携によるケース会議等の開催 

 

 

 

 

 

 

学級数：○○学級 

児童数：○○○名 ○○市立○○中学校 

 

西興部村立西興部小学校 
学級数：６学級 

児童数：31 名 

 

１ 取組内容 

 

 

２ 取組期間 

 ・通年 

３ 対象及び参加人数 

 ・全校児童31名 

４ 取組の概要 

 ・児童会や各委員会においていじめ根絶のための取組の実施 

・全校児童が一緒に遊べる全校ゲームの企画、楽しく遊べる雰囲気の醸成 

５ 成果や課題 

 ・いじめの根絶を目指し、児童会や各委員会が全校児童に呼び掛けたことにより、相手のこと

を考え、互いを思いやる気持ちが芽生えてきている。 

・全校ゲームの時だけでなく、全校給食やなかよし班（縦割り班）による清掃、朝活動の取組

などの多くの場面で、上級生が下級生に対して、学校生活においてどう行動すべきかを親切

に教える様子が見られるようになった。 

 

 

全校ゲームの企画・運営 

 

 

 

 

 


